
住
民
に
伝
え
る
こ
と
は
禁
止
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
え
ば
、
雨
雲
の
動
き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
認
で
き
る
現
代
で
は
想
像
も
で
き
な
い
▼

日
々
の
積
み
重
ね
は
、
研
究
や
教
育
も
同
じ
で

あ
る
。
一
朝
一
夕
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は
な

く
、
永
き
に
わ
た
る
先
人
た
ち
の
学
問
の
追
究

の
上
に
本
学
の
今
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
▼
皇
典
講
究
所
開
校
式
が
行
わ
れ
た
明
治

15
年
11
月
４
日
、
東
京
の
最
低
気
温
は
10
・
２

度
、
最
高
気
温
は
18
・
７
度
。
雨
が
降
っ
て
い

た
よ
う
だ
。「
夙
夜
懈
ル
コ
ト
無
ク
本
黌
ノ
隆

昌
ヲ
永
遠
ニ
期
セ
ヨ
」
と
い
う
初
代
総
裁
・
有

栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
告
諭
を
聞
い
た
教
職
員
、

生
徒
の
高
揚
感
や
緊
張
感
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
▼
節
目
の
時
で
あ
る
。

先
人
た
ち
に
思
い
を
致
し
、
足
元
を
見
つ
め
、

次
な
る
５
年
、
10
年
へ
地
道
に
成
果
を
積
み
重

ね
る
決
意
を
皆
で
共
有
す
る
機
会
だ
。

祭　儀 ■ 月次祭・新嘗祭　12月１日（金）　午前10時　神殿

「
冬
來
る
庭
」

　

山
茶
花
の
は
な
散
り
す
ぎ
て
、

　
　

庭
の
う
へ
に

　
　
　

あ
た
る
日
の
色

　
　
　
　

濃
く
な
り
に
け
り

 

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」
）
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学
校
法
人
国
学
院
大
学
が
、
母
体
で
あ

る
皇
典
講
究
所
の
創
設
か
ら
、
こ
の
秋
、

１
３
５
周
年
を
迎
え
ま
す
こ
と
は
、
誠
に

慶
祝
に
堪
え
な
い
と
同
時
に
、
初
代
総
裁

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
が
告
げ
諭
さ
れ
た
建

学
の
精
神
を
堅
持
し
、
学
統
を
守
り
、
育

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
先
人
の
偉
業
を
想
い

起
こ
し
、
深
く
感
謝
と
敬
意
の
念
を
捧
げ

る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
世
界
は
今
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
変
質
し
て
お
り
、
国
境
を
超
え
た
課

題
が
、
複
雑
か
つ
広
範
な
様
相
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。
価
値
観
も
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
や
や
も
す
れ
ば
、
日
本
人
が
古
よ

り
連
綿
と
伝
え
て
き
た
民
族
の
良
識
や
伝

統
が
、
風
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
今
日
の
教
育
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
教
育
機
関
の
役
割

も
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
混
迷
を
深
め
る
時
代
に
お
い
て
、

学
校
法
人
と
し
て
の
永
続
性
を
担
保
し
な

が
ら
、
発
展
・
充
実
し
て
い
く
た
め
に

は
、
組
織
と
し
て
の
目
標
を
明
確
に
定

め
、
戦
略
に
基
づ
い
て
資
源
を
集
中
的
に

投
資
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
法
人
で
は
、
５
年
後
の
目
標
を

「『
国
学
院
』
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強

化
」
と
定
め
た
第
４
次
の
「
21
世
紀
研
究

教
育
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
４
月
に
公

表
し
ま
し
た
。
創
立
以
来
１
３
５
年
の
歴

史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
伝
統
と
基
盤
を
も

と
に
、
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目
指
し
、

法
人
役
教
職
員
「
オ
ー
ル
国
学
院
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
総
力
を
結
集
し
て
目
標
に

向
か
い
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

創
立
１
３
５
周
年
に
あ
た
っ
て

学
校
法
人
国
学
院
大
学　

理
事
長　

坂
口　

𠮷
一

　

近
年
、
産
業
界
で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
技
術
を
有
す
る
日
本
企
業
の
凋
落
が
後
を

絶
た
な
い
。
一
つ
の
経
営
判
断
の
誤
り
や
小

さ
な
ほ
こ
ろ
び
か
ら
瞬
く
間
に
信
用
が
失
墜
し

て
い
る
。
日
本
ブ
ラ
ン
ド
と
言
う
べ
き
日
本
人

が
積
み
重
ね
た
モ
ノ
づ
く
り
技
術
や
精
神
は
、

こ
の
先
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
▼
気
象
観
測

や
予
報
を
担
う
気
象
庁
は
、
前
身
の
東
京
気
象

台
が
設
置
さ
れ
た
明
治
８
年
６
月
以
来
、
日
々

気
象
デ
ー
タ
を
記
録
し
続
け
て
い
る
。
１
４
０

年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
る
そ
れ
は
、

日
夜
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
職
員
が
い
て
こ

そ
な
せ
る
も
の
だ
▼
気
象
情
報
は
、
戦
時
中
、

軍
事
機
密
と
し
て
扱
わ
れ
、
国
民
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
。
天
気
予
報
は
作
り
続
け
ら
れ
た
が
、

　

明
治
15
年
の
創
立
以
来
、
国
学
院
大
学
は
日
本
の
伝
統
文
化
を
研
究

し
、
日
本
語
を
大
事
に
す
る
教
育
に
力
を
注
い
で
き
た
。
人
文
・
社
会

科
学
系
学
部
を
通
じ
て
研
究
し
て
き
た
歴
史
や
文
化
、
宗
教
と
い
っ
た

「
日
本
」
を
探
求
す
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
国
学
院
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知

度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
私
立
大
学
に
求
め
ら
れ
る
の

は
ま
さ
に
ブ
ラ
ン
ド
力
で
あ
り
、
建
学
の
精
神
を
旗
幟
鮮
明
に
し
て
個
性
を
磨

く
こ
と
に
尽
き
る
。
お
り
し
も
平
成
29
年
度
か
ら
「『
国
学
院
』
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
と
強
化
」
を
目
標
に
定
め
た
「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画
」（
第
４
次
）
を

始
動
、
５
年
後
の
創
立
１
４
０
周
年
、
さ
ら
に
は
そ
の
先
を
見
据
え
て
新

た
な
挑
戦
に
乗
り
出
し
た
。

　

４
次
計
画
で
は
「
人
文
・
社
会
科
学
系
の
標し

る
べ
と
な
る
」
こ
と
を
将

来
像
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
礎
に
、
強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し

て
他
大
学
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
本
質
を
極
め
る
。
一
方
で
、
教
育
目

標
は
「
主
体
性
を
持
ち
、
自
立
し
た
『
大
人
』
の
育
成
」
と
し
、
豊
か
な

知
と
実
践
力
を
養
い
、
多
様
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
き
、
社
会
を
動
か
す

人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

　

文
系
不
要
論
が
い
わ
れ
る
中
、
赤
井
益
久
学
長
は
「
歴
史
や
宗
教
な

ど
を
顧
み
な
い
よ
う
で
は
日
本
文
化
を
継
承
で
き
な
い
」
と
言

い
切
る
。
日
本
語
・
日
本
文
化
・
神
話
な
ど
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
次
代
に
伝
え
る
本
学
へ
の
使
命
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
だ
。

【
２
面
に
創
立
記
念
式
典
、

 

６
・
７
面
に
赤
井
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
詳
報
】

日
本
を

次
代
に
つ
な
ぐ

国
学
院

「
1
3
5
年
」そ
の
先
へ

赤
井
学
長
語
る
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理事長・学長らが展墓
　学校法人国学院大学では、創立記念日を迎
えるにあたり、坂口𠮷一理事長、赤井益久学
長ほか役教職員らが、10月30日に豊島岡御
墓所に皇典講究所初代総裁・有栖川宮幟仁親
王と高松宮宣仁親王・同妃喜久子殿下を参拝
した。また、護国寺檀徒墓地に皇典講究所初
代所長・山田顕義伯の展墓を行った。

永年勤続者表彰に28人
　11月４日、渋谷キャンパス若木タワー会
議室02で永年勤続者の表彰式が行われた。
勤続40年・30年・20年の節目を迎えた本法
人傘下各校の教職員28人に対して、坂口𠮷
一理事長から表彰状が授与された。
　表彰者は次のとおり（敬称略）。
【 勤続40年】丸山典子、山口智子、星美由
紀（以上大学）
【 勤続30年】土田壽孝、中泉真樹、茂木
栄、植原吉朗、柴田保之、川口愛子、内
川隆志（以上大学）、吉田裕一（国学院大
学北海道短期大学部）、清水真理（国学院
高等学校）、佐藤誠博、浅野光洋、緒方裕
一、三戸治彦、関根明博（以上国学院大学
久我山中学高等学校）
【 勤続20年】磯村早苗、 田真司、黒﨑浩
行、後藤幸雄、生形恭子、内田宣央、佐藤
明美、添谷昌稔、曽根田勉（以上大学）、
對比地竜宏、三野貴之（以上国学院大学久
我山中学高等学校）

院友会
神殿で発足130周年の奉告祭
　本学の卒業生組織「一般財団法人国学院大
学院友会」が発足130周年を迎え、11月１日
に渋谷キャンパス神殿で奉告祭を斎行した。
　祭典には、𠮷田茂穗・同会会長ら院友会役
職員、坂口𠮷一理事長、赤井益久学長らが参
列。𠮷田会長らが玉串拝礼を行い、同会の更
なる発展を祈念した。

院友会
寄付金の目録を贈呈
　一般財団法人国学院大学院友会から、本法
人および本学に対して奨学資金などを目的と
した寄付が贈られることとなり、11月１日
に𠮷田茂穗・同会会長から坂口𠮷一理事長と
赤井益久学長に対して目録が授与された。

坂
口
理
事
長「
新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
戦
」

創
立
１
３
５
周
年
記
念
式
典
な
ど
挙
行

式
辞
を
述
べ
る
坂
口
理
事
長

　

創
立
１
３
５
周
年
を
迎
え
た
本

学
の
創
立
記
念
祭
と
創
立
記
念
式

典
が
11
月
４
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
で
執
り
行
わ
れ
、
併
せ
て
関
係

物
故
者
慰
霊
祭
も
斎
行
さ
れ
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
の
創

立
記
念
祭
（
斎
主
＝
大
野
靖
仁
神

殿
奉
斎
員
・
神
道
研
修
事
務
部

長
）
に
は
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長
を

は
じ
め
赤
井
益
久
学
長
、
法
人
役

教
職
員
や
学
生
ら
が
参
列
。
積
み

重
ね
て
き
た
１
３
５
年
の
歴
史
に

思
い
を
は
せ
つ
つ
、
今
後
の
本
学

発
展
に
向
け
て
思
い
を
新
た
に
し

た
。
引
き
続
い
て
百
周
年
記
念
館

記
念
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
創
立
１

３
５
周
年
記
念
式
典
で
坂
口
理
事

長
は
「
１
３
５
年
の
歴
史
の
中
で

形
成
さ
れ
た
伝
統
と
基
盤
を
も
と

に
、
新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
戦

す
る
」
と
述
べ
、
来
賓
の
𠮷
田
茂

穗
・
一
般
財
団
法
人
国
学
院
大
学

院
友
会
会
長
は
「
国
学
院
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
と
強
化
の
た
め
、
わ
れ

わ
れ
院
友
は
大
学
と
一
体
に
な
っ

て
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
（
要
旨
別
項
）。

　

続
く
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
（
斎

主
＝
茂
木
貞
純
神
殿
奉
斎
員
・
神

道
文
化
学
部
教
授
）
は
、
創
立
以

来
本
学
関
係
者
で
物
故
さ
れ
た
役

教
職
員
や
学
生
、
中
で
も
こ
の
１

年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
御
霊

を
迎
え
て
斎
行
さ
れ
た
。
伶
人
の

「
追
慕
歌
」、
学
生
の
「
慰
霊
の

舞
」、
フ
ォ
イ
エ
ル
・
コ
ー
ル
混

声
合
唱
団
の
「
追
悼
歌
」
が
奉
仕

さ
れ
、
参
列
し
た
人
々
は
物
故

者
に
思
い
を
は
せ
た
。「
慰
霊
の

舞
」
を
作
曲
し
た
芝し

ば

祐す
け

靖や
す

氏
は
、

雅
楽
の
分
野
か
ら
初
め
て
と
な
る

文
化
勲
章
を
今
年
度
に
受
章
さ
れ

て
い
る
。

　

坂
口
理
事
長
の
式
辞
と
𠮷
田
院

友
会
長
の
祝
辞
（
要
旨
）
は
次
の

通
り
。

坂
口
理
事
長「
学
校
法
人
国
学
院

大
学
の
役
教
職
員
、学
生
、生
徒
が

一
堂
に
会
し
て
創
立
１
３
５
周
年

の
式
典
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は

本
法
人
代
表
と
し
て
喜
び
に
堪
え

ま
せ
ん
。本
学
の
源
は
明
治
15
年
に

創
立
さ
れ
た
皇
典
講
究
所
で
、（
有

栖
川
宮
幟
仁
親
王
の
）『
告
諭
』を

建
学
の
精
神
と
し
て『
国
体
の
講
明
』

『
徳
性
の
涵
養
』を
法
人
傘
下
の

各
教
育
機
関
の
永
遠
の
目
標
と
し

て
い
ま
す
。世
界
は
今
や
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
を
迎
え
教
育
機
関
の
役
割

も
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。そ

の
中
で
、本
法
人
で
は
５
年
後
の
目

標
を
国
学
院
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

強
化
と
定
め
た『
21
世
紀
研
究
教

育
計
画（
第
４
次
）』を
策
定
し
、創

立
以
来
１
３
５
年
の
歴
史
の
中
で

形
成
さ
れ
た
伝
統
と
基
盤
を
も
と

に
、新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
戦

し
ま
す
。取
り
組
み
期
間
で
あ
る

今
年
度
か
ら
の
５
年
間
は
、創
立
１

４
０
周
年
、１
５
０
周
年
を
見
据

え
た
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

計
画
推
進
で
法
人
傘
下
各
教
育
機

関
の
魅
力
や
価
値
が
向
上
し
、そ
の

結
果
、国
学
院
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力

が
確
立
、強
化
さ
れ
る
も
の
と
期

待
を
し
て
い
ま
す
」

𠮷
田
院
友
会
長
「
国
学
院
大
学
創

立
１
３
５
周
年
を
、
一
人
の
院
友

と
し
て
大
き
な
感
激
を
覚
え
る
と

と
も
に
、
こ
の
思
い
を
同
じ
く
し

世
界
各
国
で
活
躍
す
る
院
友
を
代

表
し
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
国
学
院
大
学

院
友
会
も
発
足
１
３
０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
時
、
国

学
院
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強
化
の

た
め
に
わ
れ
わ
れ
院
友
が
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
大
学
と
一
体
と

な
っ
て
次
世
代
に
向
け
て
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
に

は
、
大
切
な
文
化
や
伝
統
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
継
承
の

中
枢
が
国
学
院
大
学
で
あ
り
、
そ

こ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
で
あ

り
、
心
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
の
と

き
も
そ
れ
を
見
失
う
こ
と
な
く
わ

れ
わ
れ
院
友
は
次
世
代
に
向
け
て

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
責
務
が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
も

母
校
国
学
院
大
学
と
共
に
強
く
手

を
携
え
て
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
」

創
立
記
念
祭

学
生
に
よ
る
慰
霊
の
舞（
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
）
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世界、留学を身近に
GO GLOBAL WEEK
　10月23日から27日まで、渋谷キャンパス
３号館で、学内留学フェア「GO GLOBAL 
WEEK」が開催された。
　海外を目指す学生たちを対象にした同イベ
ントは、今年で２回目。留学経験者によるミ
ニプレゼン、質問会や国際交流課員による個
別相談ブース、本学の協定校の資料閲覧コー
ナーが設置され、留学に興味を持つ学生らが
連日足を運んだ。
　25日には、航空会社の国際線客室乗務員
や企業の海外推進事業室などで勤務する院友
による特別企画の座談会を開催、参加した学
生たちは、先輩たちのリアリティーあふれる
体験談に熱心に耳を傾けた。
　航空会社に勤める卒業生は、「どのような
仕事も世界とつながっている。日本の代表と
して、自国の文化をきちんと伝えられること
が重要」と語った。

教職員人事

◎ 大学事務局〇専任▽菅野浩太郎（学生事務
部学生生活課書記補）
 平成29年11月30日付

退　　職

訃 報  橘元文学部教授 逝去
　橘好碩・元文学部教授が９
月18日逝去。75歳。葬儀は
近親者により執り行われた。
　橘氏は、昭和17年生まれ。
43年横浜市立大学文理学部
卒業、45年東京都立大学大学院人文科学研
究科修了。同大助手などを経て47年本学文
学部専任講師、50年同助教授、60年同教
授、平成24年定年退職。
　在職中、国際交流委員長やたまプラーザキ
ャンパス長などを歴任した。
　専門は、ドイツ語。著書に「文法はたのし
い改訂版　Kontakt mit der deutschen」（朝日
出版社）などがある。

訃 報  佐野文学部教授 逝去
　佐野光一・文学部教授が
10月18日に逝去。66歳。通
夜は26日に、告別式は27日
にＪＡ斎場　昭島ホール（昭
島市）で執り行われた。喪主
は、佐野謹三氏、佐野慎也氏。
　佐野氏は、昭和25年生まれ。50年東京教
育大学教育学部卒業、53年東京教育大学大
学院教育学研究科修了。本学兼任講師などを
経て、56年本学文学部専任講師、62年同助
教授、平成8年同教授。
　専門は、書道、中国書道史、木簡学。著書
に「集字手本　石鼓文を書く―古代の文字を
習う」（天来書院）などがある。

本学出身者の入学金および施設設備費は半額とする備考

専攻科
出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合計
本　学　卒

平成30年度
130,000 700,000 100,500 10,000 　940,500

他　大　学　卒 260,000 700,000 201,000 10,000 1,171,000
本　学　卒

平成29年度
―― 700,000 100,500 10,000 　810,500

他　大　学　卒 ―― 700,000 201,000 10,000 　911,000

（単位：円）

平成30年度 学費一覧 平成30年度学費は次のとおりです。

別 科
入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 実習料

（入学年度のみ） 合計

平成30年度 145,000 420,000 81,000 10,000 6,000 662,000 
平成27～29年度 ―― 420,000 81,000 10,000 ―― 511,000 

（単位：円）

再入学者の入学金については半額とする備考

学 部
区分 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合計
文学部
経済学部
法学部

神道文化学部
人間開発学部

平成30年度 260,000 700,000 201,000 10,000 1,171,000 
平成21～29年度 ―― 700,000 201,000 10,000 911,000 

平成20年度以前 ―― 691,000 201,000 10,000 902,000 

（単位：円）

法科大学院
出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 合計
本 学 卒 平成26年度 ――   950,000   50,000 1,000,000
他大学卒 平成27年度 ――   950,000 200,000 1,150,000
１． 授業料、施設設備費は在学中毎年度納入するものとする
２．本学の学部、大学院出身者の施設設備費は50,000円とする

備考

（単位：円）

　

本
学
の
学
生
が
渋
谷
区
に
様
々
な
施
策
を
提
言

す
る
提
案
会
が
10
月
18
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若

木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
の
課
題
は
「
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
た
渋
谷
の
活
性
化
」
と

「
渋
谷
川
の
利
活
用
」。
11
企
画
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
長
谷
部
健
区
長
、
赤
井
益
久
学
長
ら
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
渋
谷
区
長
賞
に
は
萩
原
甲
斐
君

（
経
３
）
と
五
十
嵐
悟
天
君
（
経
ネ
３
）
の
「
渋

谷
川
沿
い
遊
歩
道
の
活
用
策
の
提
案
」
が
、
学

長
賞
に
は
上
村
明
日
香
さ
ん
（
初
教
３
）、
井
上

裕
貴
君
（
健
体
３
）、
小
林
径
加
さ
ん
（
同
）
に

よ
る
「『
春
の
小
川
』
を
復
活
さ
せ
よ

う
！
〜
渋
谷
×
オ
リ
パ
ラ
×
日
本
文
化

〜
」
が
選
ば
れ
た
。

　

11
組
の
提
案
を
審
査
し
た
長
谷
部
区

長
は
「
若
者
ら
し
い
提
案
で
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
も
使
い
こ
な
せ
て
い
た
。
デ

ー
タ
を
出
す
な
ら
『
な
ぜ
こ
う
な
っ

た
か
』
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
仮
説
で

も
よ
い
か
ら
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
。
学
長
賞
の
施
策
に
赤
井
学
長
は

「
本
学
の
学
生
ら
し
い
考
え
方
」
と
講

評
し
た
。
受
賞
作
以
外
の
企
画
は
次
の

通
り
（
順
不
同
）。

「
行
政
の
プ
ロ
」と
し
て
学
生
の
提
案
に

講
評
す
る
長
谷
部
区
長

「
オ
リ
パ
ラ
」へ
向
け
渋
谷
区
長
に
提
言

「
ワ
ー
カ
ー
を
足
元
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
！
ア
シ
テ
ィ
ブ
!!
」▽「
渋
谷
新
計

画
」▽「
歩
け
歩
け
渋
谷
川
」▽「
並
木
橋

鉄
道
公
園
」▽「
渋
谷
川
に
ど
う
人
を
集

め
る
か
」▽「『
W
e
l
c
o
m
e 

t
o 

t
h
e 

n
e
w 

S
H
I
B
U
Y
A
』

〜
２
０
２
０
年
に
向
け
て
の
運
動
活
性

化
〜
」▽「
都
心
の
休
憩
所
」▽「
近
隣
住

民
、オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
愛
さ
れ

る
落
ち
着
く
渋
谷
」▽「
緑
・
水
・
鉄
道
跡

を
用
い
た
新
た
な
名
所
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

大学院
出身別 入学年度 入学金 授業料 施設設備費 維持運営費 合計

前
期
課
程

本 学 卒
平成30年度 100,000 505,000 100,000 10,000 715,000 
平成29年度以前 ―― 505,000 100,000 10,000 615,000 

他大学卒
平成30年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
平成29年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

後
期
課
程

本 学 卒 全入学年度 ―― 505,000 ―― 10,000 515,000 

他大学卒
平成30年度 200,000 505,000 200,000 10,000 915,000 
平成29年度以前 ―― 505,000 200,000 10,000 715,000 

１． 授業料、施設設備費、維持運営費は在学中毎年度納入するものとする
２．本学出身者の入学金及び施設設備費については次のとおりとする
　　イ．前期課程＝半額
　　ロ．後期課程＝ 本学前期課程修了者は徴収しない。本学学部出身者で、他大学前期課程修了者は半額

備考

（単位：円）

　11月３日付で秋の叙勲が内閣府から発令
された。これまでに判明した本学関係の受章
者は次のとおり。（11月10日現在）
◇瑞宝重光章（教育研究功労）
▽野本寛一（昭43卒・76期文、近畿大学名
誉教授）
◇瑞宝双光章（文部行政事務功労）
▽宮川八岐（元本学教授・元国立妙高少年自
然の家所長）
　また、今年春の叙勲で、元高等学校長の長
坂文杜氏（昭36卒・69期史）が瑞宝小綬章
（教育功労）を受章した。
　なお、他の受章者が判明した場合は、本紙
663号（平成29年12月10日付）以降に紹介する。

秋の叙勲
本学関係者２氏が受章
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博物館 来館者20万人突破
　本学博物館は、11月10日に累計来館者が
20万人を突破した。平成25年４月の名称変
更から４年６カ月余りでの大台達成。
　10月14日からは、宗像・沖ノ島が世界遺
産に登録されたことを受けて、神道の〝はじ
まり〟を新たな視点で紹介する企画展「神
道の形成と古代祭祀」や、考古学研究室が
群馬県吾妻郡長野原町の居家以岩陰遺跡で平
成26年から行っている学術調査の速報展示
「発掘された縄文時代早期の人骨　居家以
岩陰遺跡の発掘調査　」などを開催中。約
8300年前（縄文時代早期）の女性人骨など
学内外の研究成果を展示している。

アートで古事記への理解を深める
第1回古事記アートコンテスト
作品を募集
　本学古事記学セ
ンターでは、一
般財団法人神道文
化会と共催で ｢第
一回古事記アート
コンテスト｣ を行
う。『古事記』の
理解や日本文化へ
の関心を促す目的
で、全国の大学、
短期大学、専門学
校の学生、大学院生を対象に、『古事記』の
内容に関する絵画・イラストを募る。
　作品の応募は、12月３日（日）（当日消印
有効）まで。
　来年１月20日（土）に、同センター主催
の国際シンポジウムに合わせ、表彰式と表彰
作品の展示を予定している。

本学学生と一関市民が
神楽を奉納
　本学歴史地理学研究室は、岩手県一関市で
古くからある景観を後世へ遺すための調査、
研究活動を20年近く行っている。
　10月28日、調査研究対象地域の一つであ
る同市内京津畑地区の住民らが来校。神殿前
で、地域に伝わる「京津畑神楽」の奉納を行
った。
　今回の神楽舞奉納は、文学部史学科のオム
ニバス授業「史学入門」の特別講義として行
われ、同地区住民と本大学院生や学生がとも
に舞手を務めた。

扇
や
鈴
を
手
に
平
穏
を
願
う「
浦
安
の
舞
」

緊
迫
す
る
朝
鮮
半
島
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
講
義
し
た
久
保
田
る
り
子
客
員
教
授

　

本
学
神
道
文
化
学
部
の
学
生
ら
が
古

式
ゆ
か
し
く
日
本
伝
統
の
管か

ん

絃げ
ん

や
神
楽

舞
、
舞ぶ

楽が
く

を
披
露
す
る
第
８
回
観
月
祭

が
10
月
21
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
３

０
周
年
記
念
５
号
館
の
ピ
ロ
テ
ィ
で
行

わ
れ
た
。
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
６
５

０
人
の
観
客
は
、
半
年
近
く
か
け
て
稽

古
を
積
ん
で
き
た
学
生
の
演
奏
と
舞
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

　

管
絃
は
双そ

う

調
じ
ょ
う
の

音ね

取と
り

か
ら
始
ま
り
、

武ぶ

徳と
く

楽ら
く

、
陵

り
ょ
う

王お
う

が
演
奏
さ
れ
た
。
笙し

ょ
う
、

篳ひ
ち

篥り
き

、
龍

り
ゅ
う

笛て
き

の
三
管
と
鞨か

っ

鼓こ

、
太
鼓
、

鉦し
ょ
う

鼓こ

の
三
鼓
が
息
の

そ
ろ
っ
た
演
奏
で
、
会

場
は
荘
厳
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　

続
く
神
楽
舞
で
は
朝

日
舞
と
浦
安
の
舞
が
披

露
さ
れ
、
最
後
は
舞
楽

が
舞
わ
れ
た
。
振え

ん

鉾ぶ

は

鉾
を
持
っ
た
舞
人
が
舞

台
を
清
め
る
意
味
が

あ
る
。「
左
舞　

迦か

陵
り
ょ
う

頻び
ん

」
と
面
を
つ
け
て
勇

壮
に
舞
う
「
右
舞　

抜ば

頭と
う

」
が
奉
納
さ
れ
、
約

２
時
間
に
わ
た
る
観
月

祭
は
終
了
し
た
。

　

見
学
に
訪
れ
た
マ
レ

ー
シ
ア
出
身
の
留
学
生

チ
ャ
ン
・
ヨ
ウ
・
グ
ェ

ン
さ
ん
は
、
日
本
古
来

の
音
色
と
舞
踊
に
感
銘

を
受
け
た
様
子
で
、

「
興
味
を
引
か
れ
る
舞

と
衣
装
だ
っ
た
」
と
話

し
た
。

第
８
回 

観
月
祭
斎
行

霊
鳥
に
由
来
し
た
装
束
で
舞
わ
れ
る「
迦
陵
頻
」

　

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
を
迎

え
て
行
わ
れ
る
本
学
の
水
曜
講
座
が
10

月
25
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
６
月
に
本
学
客
員
教
授
に
就
任

し
た
久
保
田
る
り
子
・
産
経
新
聞
編
集

委
員
が
「
激
動
す
る
朝
鮮
半
島
を
読
む

〜
緊
迫
の
北
朝
鮮
、
反
日
の
韓
国
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
し
、
本
学
の
学
生
や
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
者
ら
約
80
人

が
聴
講
し
た
。

　

本
学
で
の
初
講
義
と
な
っ
た
久
保
田

客
員
教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

決
定
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
最
近
の
欧
州

情
勢
や
中
国
の
巨
大
化
と
権
力
集
中
を

引
き
合
い
に
出
し
、「
今
年
は
世
界
の

潮
流
を
塗
り
替
え
る
『
変
革
の
始
ま
っ

た
年
』
と
な
る
。
朝
鮮
戦
争
か
ら
続
く

核
開
発
が
米
朝
対
立
の
問
題
の
中
心

で
、
日
米
関
係
を
強
固
に
す
る
こ
と
が

日
本
の
防
衛
策
だ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
韓
国
・
北
朝
鮮
間
に
横
た
わ

る
停
戦
ラ
イ
ン
の
北
緯
38
度
線
を
３
回

越
え
た
自
ら
の
体
験
に
つ
い
て
触
れ
、

「
停
戦
ラ
イ
ン
を
は
さ
ん
だ
南
北
２
キ

ロ
の
非
武
装
地
帯
は
、（
鳥
の
）
サ
ギ

が
飛
ぶ
な
ど
総
天
然
色
の
美
し
い
楽
園

の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
」
と
紹
介
。
し

か
し
、
停
戦
ラ
イ
ン
を
は
さ
ん
で
対
峙

す
る
南
北
の
兵
士
の
差
異
か
ら
、「
北

朝
鮮
の
貧
困
が
う
か
が
え
た
」
と
指
摘

し
た
。

　

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
受
講
し

て
い
た
小
澤
利
弥
君（
神
文
３
）は「
日

本
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
国
に
つ
い

て
、日
本
の
学
生
が
考
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
た
。

「世界の変革始まった年」朝鮮半島情勢の背景も紹介

久保田るり子客員教授が講義
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『国学院雑誌』特集号を刊行
　学術雑誌『国学
院雑誌』では、
特集号「博物館・
博物館学の諸問題
Ⅱ 」 を11月15日
（水）に刊行。今
回は、本学の博物
館学講座開設60年
の節目を記念した
企画で、博物館・
博物館学の現状と
課題、今後の展望
に関する論考をまとめている。論文の執筆陣
は、青木豊・文学部教授をはじめ学内外の研
究者25人。
　配付は渋谷キャンパス若木タワー２階の広
報課で行う。対象の文学部、神道文化学部、
大学院文学研究科、専攻科、別科生以外には
１冊1080円で販売する。問い合わせは、広
報課（☎03・5466・0130）まで。

　企業の採用担当者らが、業界の特徴や企業
理念などを説明する「業界セミナー」が、
10月16日から始まった。今年度は、約100社
の大手・優良企業から採用担当者が連日来校
し、本学学生に向けて自社の企業理念や会社
概要、業界の特徴などについて説明をしてい
る。
　会場には、スーツに身を包んだ３年生のほ
か、１・２年生の姿も多く見られ、進路に対
する積極的な姿勢がうかがえた。12月22日
（金）までの開催予定は10面を参照。

業界セミナー始まる
大手・優良企業の採用担当者
が連日来校

内定者アドバイザー委嘱状交付式
　11月７日に渋谷キャンパス有栖川宮記念
ホールで内定者アドバイザー委嘱状交付式が
行われた。今回委嘱を受けたのは、大手優良
企業・公務員に内定・合格した学生27人。
　赤井益久学長から代表の学生に委嘱状が手
渡された。川島朱音さん（史４）は「今の自
分がここにいるのはキャリアサポート課で指
導を受けたから。自分が学んだことを、後輩
にも伝えたい」と意気込みを述べた。
　内定者アドバイザーは、平日の午後、キャ
リアサポート課に常駐。予約不要で、体験に
基づき、在学生の相談に応じてくれる。

人
間
開
発
学
部「
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

学
生
も
地
域
と
共
に
育
つ

　

人
間
開
発
学
部
の
学
生
が
自
ら

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地

元
の
親
子
と
触
れ
合
う
「
共
育
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
29
日
、

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
台
風
22
号
の
影
響
で

あ
い
に
く
の
天
気
と
な
っ
た
が
、

約
１
２
０
０
人
が
訪
れ
た
。

　

９
回
目
を
迎
え
た
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
テ
ー
マ
は
「
輪
」
で
、
約

２
０
０
人
の
学
生
ら
が
準
備
を
進

め
て
き
た
。
訪
れ
た
親
子
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
で
繰
り
広
げ
る
養
蜂

「
万
葉
エ
コ
B
e
e
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
連
動
す
る
入
浴
剤
作
り

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
を

満
喫
。
人
気
の
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は

子
供
た
ち
が
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
作

り
に
挑
戦
し
た
。

　

入
浴
剤
作
り
を
指
導
し
た
滝
口

恵
美
さ
ん
（
初
教
４
）
は
「
教
育

実
習
の
際
、
指
導
教
官
に
『
堂
々

と
授
業
で
き
て
い
る
』
と
褒
め
ら

れ
た
の
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
お

か
げ
。
保
護
者
と
話
す
機
会
も
多

く
、
保
護
者
と
子
供
で
話
し
分
け

る
際
は
目
線
の
高
さ
を
変
え
る
こ

と
が
有
効
だ
と
気
付
け
た
」
と
振

り
返
る
。
同
学
部
の
成
田
信
子
教

授
は
「
学
生
と
子
供
た
ち
が
共
に

学
べ
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
大

学
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

る
。
今
後
も
互
い
の
た
め
に
な
る

場
を
提
供
で
き
れ
ば
」
と
話
し

た
。

　

同
日
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
参
加
し
た
高
校
生
ら

は
、
学
生
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
が
持

つ
熱
気
を
目
の
当
た
り
に
し
て
自

身
の
将
来
を
重
ね
な
が
ら
見
入
っ

て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

地
域
の
親
子
と
触
れ
合
っ
た「
共
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

明
治
維
新
に
由
来
す
る
皇
典
講
究
所
の
創
立

第

回
4

初
代
総
裁
就
任
前
史

◉　

本
学
は
今
年
で
１
３
５
周
年
を
迎

え
る
が
、
そ
の
創
始
は
母
胎
で
あ
っ

た
皇
典
講
究
所
の
創
立
に
端
を
発

し
、
そ
し
て
皇
典
講
究
所
の
創
立
は

明
治
維
新
の
歴
史
と
深
く
関
わ
る
。

創
立
に
当
た
っ
て
は
不
明
な
点
も
な

お
多
い
が
、
初
代
総
裁
に
有
栖
川
宮

幟
仁
親
王
を
お
迎
え
す
る
経
緯
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

明
治
新
政
府
は
、
早
く
か
ら
国
民

を
教
化
し
、
政
府
の
政
治
体
制
を
宣

布
す
る
た
め
に
教
育
や
布
教
の
体
制

を
整
え
た
。
明
治
３
年
１
月
に
は

「
治
教
を
明
ら
か
に
し
て
惟
神
の
道

を
宣
揚
す
べ
し
」
と
い
う
大
教
宣
布

の
詔
が
発
布
さ
れ
、
そ
の
中
枢
機
関

と
し
て
大
教
院
が
、
官
吏
と
し
て
教

導
職
が
明
治
５
年
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
大
教
院
の
神
殿
に
は
造
化
三
神

（
天
之
御
中
主
神
・
高
御
産
巣
日
神

・
神
産
巣
日
神
）
と
天
照
大
神
と
を

鎮
祭
し
た
。
７
年
に
は
大
教
院
解
散

に
先
立
ち
、
後
継
機
関
と
し
て
神
道

事
務
局
が
組
織
さ
れ
、
祭
神
は
八
百

万
神
を
加
え
引
き
継
い
だ
。
し
か

し
、
13
年
の
神
道
事
務
局
神
殿
新
設

の
際
に
、
祭
神
を
め
ぐ
り
、
大
国
主

神
を
合
祀
す
る
か
否
か
で
神
道
界
を

二
分
す
る
論
争
が
起
こ
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
祭
神
論
争
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
神
道
事
務
局
を
中
心
に
ま
と
ま

っ
て
い
た
神
道
界
は
歩
調
が
乱
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
事
態

収
束
の
た
め
に
勅
裁
を
仰
ぐ
こ
と
と

な
り
、
14
年
に
祭
神
は
宮
中
三
殿
の

天
神
地
祇
・
賢
所
・
皇
霊
を
遙
拝
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
論
争
に
終
止
符
が

打
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
勅

裁
に
は
、
教
導
職
の
総
裁
と
し
て
有

栖
川
宮
幟
仁
親
王
を
就
任
さ
せ
る
こ

と
が
あ
わ
せ
て
下
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
15
年
１
月
に
幟
仁
親
王
は
総
裁

職
を
辞
任
す
る
も
の
の
、
３
月
に
神

道
界
は
改
め
て
幟
仁
親
王
を
神
道
総

裁
に
推
戴
し
た
。
そ
し
て
、
神
道
界

は
教
学
の
刷
新
を
は
か
る
こ
と
と
な

り
、
皇
典
講
究
所
を
設
立
、
親
王
を

同
所
の
初
代
総
裁
と
し
て
迎
え
た
の

で
あ
っ
た
。
親
王
は
17
年
に
神
道
総

裁
を
辞
さ
れ
る
が
、
同
所
の
総
裁
に

は
留
ま
り
続
け
ら
れ
た
。

 

渡
邉
卓（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）

明
治
32
年
頃
の
国
学
院（『
風
俗
画
報
』掲
載
）
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国
学
院

Q　

 

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
教
育
界
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
わ
る
中
、
第
４
次

計
画
が
始
動
し
ま
し
た

「
第
４
次
計
画
に
は
、
１
４
０
年
を
想
定

し
て
幼
稚
園
か
ら
中
学
、
高
校
、
大
学
ま

で
６
教
育
機
関
す
べ
て
が
参
画
し
ま
し

た
。
１
３
５
年
を
振
り
返
る
と
地
道
に
先

人
の
道
の
上
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今

後
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
に
当
た

り
、
過
去
を
振
り
返
る
格
好
の
機
会
を
得

ま
し
た
。
神
道
に
『
中
今
』
の
思
想
が
あ

り
ま
す
。
１
３
５
年
の
過
去
か
ら
未
来
へ

の
中
間
に
今
が
あ
る
と
い
う
考
え
で
、
10

〜
20
年
先
を
考
え
る
い
い
機
会
に
な
り
ま

す
。
時
代
も
曲
が
り
角
、
大
学
も
次
の
展

開
に
向
け
た
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
時

期
を
迎
え
ま
し
た
」

Q　

大
学
の
将
来
像
は

「
将
来
像
を
『
人
文
・
社
会
科
学
系
の
標

と
な
る
』
と
定
め
ま
し
た
。
悩
み
ま
し
た

が
、
２
次
計
画
で
『
３
つ
の
慮お

も

い
（
伝
統

と
創
造
、
個
性
と
共
生
、
地
域
性
と
国
際

性
の
３
つ
の
調
和
）
』
を
使
い
ま
し
た
。

慮
は
『
お
も
ん
ぱ
か
る
』
で
、
相
手
の
立

た
く
た
め
で
す
。
だ
か
ら
『
主
体
性
を
持

ち
、
自
立
し
た
「
大
人
」
の
育
成
』
を
教

育
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
」

Q　

国
学
院
が
考
え
る
大
人
と
は

「
日
本
人
と
し
て
教
養
や
分
別
を
身
に
つ

け
た
人
。
分
別
が
あ
る
人
は
お
か
し
な
こ

と
を
し
ま
せ
ん
。
大
学
は
人
と
の
出
会
い

の
場
で
あ
り
、
失
敗
し
て
も
い
い
と
こ

ろ
。
失
敗
に
向
き
合
い
、
挫
折
に
付
き
合

う
。
自
立
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
失
敗
は

本
人
に
と
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
り
マ
イ
ナ

ス
、
自
己
嫌
悪
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
な

ぜ
失
敗
し
た
か
を
振
り
返
り
、
失
敗
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
先
生
や
先
輩
に
相
談

し
、
失
敗
し
な
い
方
法
を
学
ぶ
。
た
と
え

失
敗
を
繰
り
返
し
て
も
本
人
の
成
長
の
機

会
と
と
ら
え
る
。
そ
れ
が
自
立
に
向
か
う

の
で
す
」

Q　

 

相
談
に
応
じ
る
機
会
を
作
っ
て

い
る
の
で
す
か

「
相
談
の
機
会
は
あ
り
ま
す
。
履
修
相
談

や
発
表
の
仕
方
、
学
修
支
援
に
加
え
、
時

と
し
て
メ
ン
タ
ル
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。
一
人
で
こ
も
っ
て
悶
々
と
す
る
よ
り

相
談
す
る
ほ
う
が
い
い
。
構
内
に
テ
ー
ブ

ル
と
い
す
を
用
意
し
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
え

ま
す
。
ゼ
ミ
の
練
習
や
研
究
発
表
の
準
備

を
し
た
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
い

た
り
と
滞
留
す
る
学
生
が
い
ま
す
。
こ

場
を
配
慮
す
る
神
道
精
神
の
本
質
を
表
し

ま
す
。
今
次
の
計
画
で
は
、
国
学
院
ら
し

く
『
慮
』
に
続
い
て
『
標
』
の
和
語
を
使

い
ま
し
た
。
将
来
像
は
国
学
院
が
人
文
・

社
会
科
学
系
大
学
の
目
標
に
な
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
大
学
と
し
て
『
あ
る
べ

き
姿
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
』
と
の
思

い
が
あ
り
ま
す
。『
い
い
研
究
を
し
て
い

る
』
と
評
価
さ
れ
る
と
本
望
で
す
」

Q　

 

一
方
で
、
文
系
不
要
論
も
あ
り

ま
す

「
文
部
科
学
省
が
平
成
27
年
６
月
に
全
国

の
国
立
大
学
に
通
知
し
た
文
系
不
要
論
は

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。
し

か
し
人
文
・
社
会
科
学
系
を
軽
視
す
る
の

は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
。
文
化
、
宗
教
を

顧
み
な
い
よ
う
で
は
日
本
文
化
を
継
承
で

き
ま
せ
ん
。
伝
統
、
文
化
を
大
事
に
し
、

そ
の
た
め
に
努
力
を
積
み
重
ね
ま
す
。
人

工
知
能
（
A
I
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
発

展
し
て
も
変
わ
ら
ず
伝
承
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
問
に
は
寄
り
道
が
必
要
で
、
ぶ
つ
か

り
あ
い
、
迷
い
な
が
ら
未
来
に
向
か
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
成
功
体
験
が
人
間
を
育

て
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
、
挫

折
、
悩
み
が
豊
か
な
知
を
も
た
ら
す
と
考

え
ま
す
。
悩
む
力
、
考
え
る
力
、
多
様
性

を
受
け
入
れ
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け

る
。
悩
み
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る
の
は
タ

フ
な
人
間
で
あ
り
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ

う
で
も
な
い
と
考
え
て
こ
そ
正
解
に
た
ど

り
着
く
の
で
す
」

Q　

 

教
育
目
標
に
「
主
体
性
を
持

ち
、
自
立
し
た
『
大
人
』
の
育

成
」
を
掲
げ
ま
し
た

「
若
い
人
は
悩
む
と
引
き
こ
も
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
内
側
に
逃
げ
る
こ
と
は
決

し
て
恥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
は
元

来
、
失
敗
や
躓つ

ま
ず
き
を
許
容
し
、
や
り
直
し

を
認
め
る
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
問

は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
答
え
を
探
し
出
す

も
の
で
す
。
学
ぶ
目
的
が
分
か
ら
ず
、
一

度
社
会
に
出
て
、
大
学
に
戻
っ
て
勉
強
す

る
の
も
い
い
。
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
大
学
は
、
失
敗
し
て

も
や
り
直
し
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
人
生

で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
ま
す
。
１
年

ぐ
ら
い
遅
れ
て
も
長
い
人
生
の
な
か
で
ど

う
っ
て
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
に

生
き
方
、
信
念
、
人
生
の
考
え
を
し
っ
か

り
持
つ
ほ
う
が
い
い
。
大
人
と
し
て
羽
ば

う
し
た
場
所
を
も
っ
と
増
や
す
考
え
で

す
」Q　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
は

「
日
本
の
大
学
改
革
は
こ
れ
ま
で
、
米
国

の
真
似
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
や

日
本
の
大
学
と
し
て
、
欧
米
と
違
う
個
性

を
発
揮
す
べ
き
と
き
で
す
。
個
性
が
な
い

と
物
真
似
で
終
わ
り
ま
す
。
ど
の
大
学
も

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
う
た
い
ま
す
が
、
そ
も

そ
も
『
学
問
に
国
境
は
な
い
』
は
ず
で

す
。
と
は
い
え
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

は
必
要
で
す
。『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
の
定

義
を
し
、
独
自
に
取
り
組
み
ま
す
」

Q　

 

５
年
後
の
目
標
を
「
国
学
院
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
と
強
化
」
に
定

め
て
い
ま
す

「
そ
の
た
め
に
は
、
ど
こ
で
何
を
う
た
う

か
を
旗
幟
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
否
定
し
ま
せ

ん
が
、
全
国
の
大
学
す
べ
て
が
同
じ
グ
ロ

ー
バ
ル
化
で
は
日
本
に
と
っ
て
果
た
し
て

役
に
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
文
化
的
な
問

い
か
け
が
必
要
で
、
外
国
と
の
つ
き
あ
い

の
中
で
日
本
の
文
化
や
宗
教
な
ど
を
理
解

し
て
、
外
国
人
に
説
明
で
き
る
か
が
問
わ

れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
国
学
院
の
目

指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
す
」

Q　

 

ブ
ラ
ン
ド
力
は
高
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
が

「
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
は
２
次
計
画
か
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
力
は

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
10
年
前

よ
り
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
突
き
抜
け
て
い
く
に
は
想
像
で
き
る
イ

メ
ー
ジ
や
特
徴
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
国

学
院
と
聞
い
て
何
を
想
起
さ
せ
る
か
。
こ

れ
ま
で
の
積
み
重
ね
か
ら
『
日
本
の
歴

史
、
文
学
は
国
学
院
』
と
世
評
に
旗
幟
鮮

明
に
訴
え
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

学
生
も
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
で
大
学
を
評
価

し
ま
す
。
４
次
計
画
で
始
ま
っ
た
研
究
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
『
古
事
記
学
』
は
５

年
間
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
子

供
向
け
に
絵
本
を
見
せ
た
り
読
み
聞
か
せ

た
り
す
る
『
こ
ど
も
古
事
記
』
の
ほ
か
、

古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
募
集
中
で

す
。
古
事
記
の
研
究
に
つ
い
て
は
他
の
追

随
を
許
し
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
に
読
書
習

慣
の
定
着
を
狙
う
『
み
ち
の
き
ち
』
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

個
性
化
の
ひ
と
つ
で
す
」

Q　

 

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強
化
に
は

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
一
貫
教

育
が
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
か

「
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
法
人
一
体
で
取

り
組
み
、
一
貫
教
育
の
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
法
人
と
し
て
は
小
学
校

を
含
め
た
『
オ
ー
ル
国
学
院
』
で
教
育
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」

Q　

 

１
４
０
年
、
１
５
０
年
に
向
か

っ
て
の
課
題
は

「
少
な
く
と
も
10
年
先
は
何
が
あ
っ
て
も

困
ら
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

学
院
の
卒
業
生
に
３
人
の
人
間
国
宝
が
い

ま
す
。
狂
言
の
山
本
東
次
郎
師
、
能
楽
の

友
枝
昭
世
師
、
刀
剣
研
磨
の
本
阿
彌
光
洲

師
で
す
が
、『
名
人
に
加
え
、
後
継
者
を

育
て
ら
れ
る
人
で
な
け
れ
ば
人
間
国
宝
に

な
れ
な
い
』
と
聞
き
、
な
る
ほ
ど
、
も
っ

と
も
だ
と
思
い
ま
し
た
。
国
学
院
も
歴
史

を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
１
３
５
年
の
過

去
を
振
り
返
り
な
が
ら
10
〜
20
年
先
の
未

来
を
見
据
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次

世
代
を
育
て
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
継
承
で
、
伝
承
の
力

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
大
学
と
し
て
個
性
輝

く
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
」

Q　

 

最
近
の
国
学
院
生
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か

「
学
生
の
授
業
へ
の
出
席
率
は
高
い
。
授

業
時
間
は
構
内
に
学
生
は
少
な
い
が
、
休

憩
時
間
は
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま
じ

め
で
自
立
心
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
授

業
は
学
生
の
多
様
性
に
沿
っ
て
展
開
、
教

育
の
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
提

供
す
る
学
問
は
人
文
・
社
会
科
学
系
で
す

の
で
チ
ョ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ト
ー
ク
を
基

本
に
、
学
び
方
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
問
題
解
決
に
向
け
チ
ー
ム
で

研
究
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
ツ
ー
ル
は
変
わ
っ
て
も
基
本
は
以

前
と
一
緒
。
先
生
と
学
生
の
１
対
１
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
複
数
に
な
る
だ
け

で
す
。
教
育
の
根
本
は
人
と
人
の
ふ
れ
あ

い
。
ツ
ー
ル
が
変
わ
っ
て
も
取
り
組
む
姿

勢
、
精
神
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

大
学
も
教
員
も
現
在
の
教
育
方
法
が
正
し

い
の
か
検
証
が
必
要
で
、
よ
り
よ
い
教
育

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
授
業
公

開
や
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
を
聞
き
課

題
点
を
改
良
し
、
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
活
動
と
し
て

教
員
間
で
共
有
し
て
い
ま
す
」

Q　

 

社
会
貢
献
活
動
も
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
ね

「
社
会
貢
献
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る

渋
谷
区
と
７
月
、
包
括
連
携
協
定
『
シ
ブ

ヤ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ー

ト
ナ
ー
協
定
（
S
―
S
A
P
協
定
）
』
を

締
結
、
32
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
た
地
域
活
性
化
、
再
開
発
が

進
む
渋
谷
川
沿
い
の
遊
歩
道
の
利
活
用
で

学
内
公
募
か
ら
11
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

渋
谷
区
と
は
長
い
付
き
合
い
で
、
区
民
向

け
講
座
、
博
物
館
の
開
放
の
ほ
か
、
災
害

時
の
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
で
も
協
力

し
て
い
ま
す
」

Q　

 

最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
け
ま
す
か

「
国
学
院
を
選
ん
で
入
っ
た
わ
け
で
す
か

ら
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
や
り
抜

い
て
ほ
し
い
。
迷
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
す

る
で
し
ょ
う
が
、
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
生
の
３
分
の
１
は
や
り
た
い
こ

と
が
あ
り
、
３
分
の
１
が
分
か
ら
な
い
。

残
り
の
３
分
の
１
が
入
っ
て
か
ら
考
え
て

見
つ
け
る
タ
イ
プ
で
す
。
見
つ
か
ら
な
い

ま
ま
年
月
が
過
ぎ
る
の
は
惜
し
い
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
を
早
く
見
つ
け
て
邁
進
し

て
ほ
し
い
。
目
標
を
見
つ
け
る
と
自
分
で

勉
強
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
学
生

に
や
る
気
と
幸
せ
を
も
た
ら
し
ま
す
」

創
立
1
3
5
年  

 

赤
井
学
長
に
聞
く

学
問
に
は

寄
り
道
も
必
要

本
学
な
ら
で
は
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

「
伝
承
の
力
」で

個
性
輝
か
せ
る

140
年
への
転
換
点創

立
１
３
５
年
の
節
目
を
迎
え
た
国
学
院
大
学
。

平
成
23
年
に
就
任
し
て
以
来
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
力
を
注
い
で
き
た
赤
井
益
久
学
長
に

「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画
（
第
４
次
）
」
を
踏
ま
え
、

１
４
０
年
に
向
け
た
挑
戦
を
聞
い
た
。

大
人
を
育
て
る

時　代：明治15（1882）年11月4日 
　かつて本学の経営母体
であった皇典講究所は、
明治15（1882）年に創立
されました。同年11月4
日の開校式では、初代総
裁の有栖川宮幟仁親王よ
り、日本の国柄を明らか
にし（国体ヲ講明）、道徳
・徳義心を養い育む（徳
性ヲ涵養）ことにより、根本を究明する（本ヲ立ツル）ことが学問の道にお
いて最重要であるとする「告諭」を賜りました。これが本学の「建学の精
神」の基底をなしています。 
展示案内：本資料は、博物館の常設展示（校史展示室）でご覧いただけま
す。 
ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

No.7

今月の資料 有栖川宮幟仁親王告諭（写）

本を本 究明究 するす （本本本本本本本本ヲ立ヲ ツル）ことがが学問の道にお
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年
に
１
度
、
院
友
を
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
が
10
月
21
日
、
渋
谷
・
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
目
玉
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
が

催
さ
れ
、
訪
れ
た
院
友
は
恩
師
、

学
友
と
の
再
会
の
時
を
過
ご
し

た
。

　

常
磐
松
ホ
ー
ル
で
の
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
赤

井
益
久
学
長
は
大
学
の
今
後
に
つ

い
て
「
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学

問
の
標し

る
べ

と
な
る
大
学
に
な
り
た

い
」
と
述
べ
、
一
般
財
団
法
人
国

学
院
大
学
院
友
会
の
𠮷
田
茂
穗
会

長
は
「
大
学
は
創
立
１
３
５
周

年
、
院
友
会
は
１
３
０
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
た
。
存
分
に

新
し
く
な
っ
た
大
学
を
見
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
新
橋
演

舞
場
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
作
家

の
岩
下
尚
史
客
員
教
授
の
特
別
講

演
で
は
、
本
学
で
学
ん
だ
十
八
代

目
中
村
勘
三
郎
さ
ん
と
の
交
流
な

ど
を
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
紹
介
し
、

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

　

続
い
て
、来
年
１
月
に
十
代
目
松

本
幸
四
郎
を
襲
名
す
る
市
川
染
五

郎
さ
ん
へ
の
院
友
会
正
会
員
推
挙

状
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。𠮷
田
会
長

か
ら
推
挙
状
を
受
け
た
染
五
郎
さ

ん
は
本
学
で
過
ご
し
た
当
時
を
振

り
返
り「（
本
名
の
）藤
間
照て

る

薫ま
さ

の
瞬

間
は
学
生
時
代
で
終
わ
り
ま
し
た
。

本
当
に
貴
重
な
時
間
・
場
所
で
し

た
」と
あ
い
さ
つ
。ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

で
は
、先
輩
の
勘
三
郎
さ
ん
に
よ
っ

て
結
ば
れ
た
本
学
と
の
縁
を
紹
介

し
、「
学
生
時
代
の
思
い
出
は
気
楽

に
話
せ
る
友
人
を
得
ら
れ
た
こ
と
」

と
述
懐
し
、「
歌
舞
伎
は
演
劇
と
し

て
存
在
す
る
。そ
の
た
め
に
や
っ
て

い
き
た
い
。若
い
人
た
ち
に
は
歌
舞

伎
に
何
か
を
探
し
に
来
て
も
ら
い

た
い
」と
熱
く
語
っ
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
万
葉
の
小

径
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
約
70

人
の
人
間
開
発
学
部
卒
業
生
が
集

ま
っ
た
。
田
沼
茂
紀
人
間
開
発
学

部
長
・
同
教
授
は
「
た
く
さ
ん
の

懐
か
し
い
顔
が
見
え
て
喜
ば
し

い
」
と
歓
迎
。
懇
親
会
半
ば
に
は

卒
業
生
か
ら
の
近
況
報
告
や
く
じ

引
き
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

市
川
染
五
郎
さ
ん「
本
名
で
い
ら
れ
た
場
所
」

　

発
足
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
院
友
会

（
𠮷
田
茂
穗
会
長
）
の
院
友
大
会
懇
親

会
が
10
月
21
日
午
後
５
時
か
ら
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
メ
モ
リ
ア
ル
レ
ス

ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
は
例
年

５
月
に
都
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
て
い
た

が
「
新
し
く
な
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
が
見

た
い
」
と
の
多
く
の
院
友
の
声
に
応

え
、
今
回
初
め
て
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。

　

𠮷
田
会
長
は
冒
頭
で
「（
懇
親
会
で

は
）
歓
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、
赤
井
益
久
学
長
と
岩
下
尚
史

客
員
教
授
の
あ
い
さ
つ
が
続
い
た
。
１

３
０
周
年
の
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
院

友
で
人
間
国
宝
の
狂
言
師
、
山
本
東
次

郎
さ
ん
（
昭
36
卒
・
69
期
文
）
は
、

「
子
孫
の
繁
栄
と
長
寿
を
願
い
、
み
な

さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
こ
の
杯
を
捧
げ

ま
す
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
小こ

謡う
た
い
を
披
露
。
集
ま
っ
た
一
同

は
思
い
が
け
な
い
〝
本
物
〞
と
の
対
面

を
喜
ん
だ
。

　

院
友
ら
の
昔
話
で
盛
り
上
が
る
中
、

今
年
度
の
娘
の
入
学
で
「
４
世
代
続
け

て
国
学
院
」
と
な
っ
た
飯
髙
正
幸
さ
ん

（
昭
53
卒
・
86
期
法
）
一
家
ら
、
３
世

代
以
上
国
学
院
に
通
う
院
友
３
組
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

会
の
終
了
直
前
、
全
学
応
援
団
に
よ

る
校
歌
が
歌
わ
れ
た
際
に
は
、
元
団
長

の
山
本
富
彦
さ
ん
（
昭
43
卒
・
76
期

法
）
が
現
役
の
大
峰
真
也
団
長
（
経
営

４
）
に
代
わ
っ
て
指
揮
を
執
り
、
盛
況

の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

山本東次郎さん小謡披露

１３０周年記念 院友大会懇親会

院友大会でオリジナルの小謡を披露する山本東次郎さん

来
た
・
観
た
・
感
動
し
た
！

10・21
国
学
院

　

10
月
21
日
に
本
学
で
開
催
さ
れ

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
会
、
観
月
祭
の
た
め

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
人
々
に

感
想
を
聞
い
た
。

●
大
村
正
直
さ
ん
（
平
15
卒
・
111

期
経
）「
約
15
年
ぶ
り
に
来
た
。

こ
ん
な
に
変
わ
っ
ち
ゃ
う
の
か
と

び
っ
く
り
し
た
が
、（
自
分
が
）

す
ご
く
い
い
大
学
を
選
ん
だ
な
と

思
え
た
」

●
近
藤
篤
さ
ん
（
昭
49
卒
・
82
期

文
）「
岩
下
尚
史
客
員
教
授
の
特

別
講
演
を
楽
し
み
に
し
て
き
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
年
々
栄

え
て
い
っ
て
う
れ
し
い
」

●
塩
谷
栄
作
さ
ん（
昭
48
卒
・
81
期

法
）「
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
在
学

時
の
面
影
が
一
切
な
く
驚
い
た
」

●
藤
原
英
男
さ
ん
（
昭
45
卒
・
78

期
法
）「
染
五
郎
さ
ん
の
講
演
が

よ
か
っ
た
。
気
さ
く
に
話
す
と
こ

ろ
や
日
常
を
知
れ
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
」

●
史
学
部
学
生
の
父
親
、
石
井
敏

明
さ
ん
「
群
馬
県
長
野
原
町
の

居い
　
や
　
い

家
以
岩
陰
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た

人
骨
の
展
示
を
楽
し
み
に
来
た
。

き
れ
い
に
残
っ
て
い
て
不
思
議

だ
」

●
水
上
真
一
さ
ん
（
昭
45
卒
・
78

期
法
）「
染
五
郎
さ
ん
の
学
生
生

活
と
歌
舞
伎
に
対
す
る
心
構
え
が

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
学
生
が
一
生
懸
命
落
語
を

や
っ
て
い
た
の
が
よ
か
っ
た
」

●
石
田
孝
善
さ
ん
（
昭
61
卒
・
94

期
経
）「
博
物
館
の
展
示
を
目
当

て
に
来
ま
し
た
。
地
域
に
も
開
か

れ
て
い
て
、
国
学
院
が
ど
ん
な
学

校
か
知
っ
て
も
ら
え
る
の
が
素
晴

ら
し
い
」

あいさつする𠮷田院友会長

学
生
時
代
を
振
り
返
る
市
川
染
五
郎
さ
ん

院友も参加しての吹奏楽演奏

こくぴょんとの記念撮影を楽しむ院友

名優とのエピソードを語る岩下客員教授

院友会の各支部が地元名物の即売も
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弁論部OB「論友会」が結成60周年
安蘇谷前学長が講演

　本学の学生団体弁論部のOB組織「論友
会」が今年で結成60周年を迎えたことを記
念して、10月28日午後２時30分から院友会
館大ホールで記念総会が開かれた。
　総会には、全国各地からOBなど約40人が
参加。部活動の思い出話に花を咲かせるとと
もに、「建学の精神を内外に宣明せんとする
弁論部の伝統の灯を高く掲げ続け、母校の隆
盛を期する」と誓った。
　これに先立ち午後１時からは、130周年記
念5号館で、同部OBで前学長の安蘇谷正彦
名誉教授（昭28卒・71期神、昭30修・73期
修神、昭35修・78期博神）による記念講演
が行われた。安蘇谷名誉教授は「建学の精神
と神道精神はもとより一体不離のもの。建学
の精神の宣明を目的とする弁論部の経験は懐
かしく意義深いものがあった」と回顧した。

学生の案内でキャンパスを見学

あいさつする若木育成会の加藤圭子会長

保護者を前に就職体験談を語る学生たち（たまプラーザ）

学
生
た
ち
の
活
気
に
あ
ふ
れ
る

第
１
３
５
回 

若
木
祭

渋
谷・た
ま
プ
ラ
ー
ザ
で
見
学
会

父
母
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
体
験

学
長
が
志
願
者
数
の
増
加
な
ど
、
創
立
１
３
５
年
の
節
目

を
迎
え
た
本
学
の
近
況
を
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
学
部
を
代
表
す
る
人
気
教
授
陣
に
よ
る
模

擬
授
業
が
行
わ
れ
、
文
学
部
の
藤
野
寛
教
授
は
「
現
在
の

友
情
に
つ
い
て
」、
神
道
文
化
学
部
の
武
田
秀
章
学
部
長

・
教
授
は
「『
古
事
記
』
の
こ
こ
ろ
」、
法
学
部
の
高
塩
博

教
授
は
「
法
律
将
軍
徳
川
吉
宗
―『
敲た

た
き

』
刑
の
考
察
―
」、

経
済
学
部
の
星
野
広
和
教
授
は
「
や
さ
し
く
解
説
す
る
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
経
営
学
説
」
と
題
し
て
講
義
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
手
就
職
情
報
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ
ビ
」
の

相
木
良
介
副
編
集
長
が
「
現
在
の
就
職
環
境
と
保
護
者
の

皆
様
へ
」
の
題
で
講
演
。
さ
ら
に
、
保
護
者
の
た
め
の
留

学
活
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
開
催
さ
れ
た
。

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
人
間
開
発
学
部
学

生
の
父
母
を
迎
え
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開
催
。
今
村
充

伸
副
会
長
が
「
学
生
と
日
頃
接
す
る
教
職
員
と
交
流
し
、

育
成
会
と
大
学
が
一
丸
と
な
る
機
会
に
な
れ
ば
」
と
あ
い

さ
つ
。「
４
年
生
に
よ
る
就
職
体
験
談
〜
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
〜
」
で
は
保
育
園
、
小
学
校
、
民
間
企
業
へ

と
就
職
を
決
め
た
人
間
開
発
学
部
生
が
登
壇
し
、
選
考
へ

の
対
策
な
ど
体
験
談
を
語
っ
た
。

　

本
学
在
学
生
の
保
護
者
ら
で
組
織
す
る
若
木
育
成
会

（
加
藤
圭
子
会
長
）
は
10
月
21
日
、
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
」
を
開
催
。

多
数
の
父
母
や
関
係
者
が
来
校
し
、
模
擬
授
業
や
学
内
見

学
な
ど
本
学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
験
し
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

加
藤
会
長
が
「
進
路
な
ど
の
不
安
解
消
の
た
め
、
育
成
会

を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
赤
井
益
久

　

本
学
の
学
園
祭
・
第
１
３
５
回
若
木
祭

が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
11

月
２
日
に
前
夜
祭
、
３
日
か
ら
５
日
ま
で
本

祭
、
５
日
午
後
３
時
に
は
後
夜
祭
が
行
わ
れ

た
。

　

実
行
委
員
会
主
催
の
文
化
企
画
で
は
、
昨

年
注
目
を
集
め
た
映
画
「
こ
の
世
界
の
片
隅

に
」
の
上
映
と
監
督
の
片
渕
須
直
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

期
間
中
、
１
２
０
周
年
記
念
２
号
館
・
３

号
館
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
下
に
は
、
各

部
会
や
県
人
会
が
模
擬
店
を
出
店
し
、
各
団

体
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
品
々
を
提
供
。

　

校
舎
内
で
は
、
文
化
・
学
術
系
団
体
の
展

示
や
発
表
会
、
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
３
号
館
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
下
や

５
号
館
ピ
ロ
テ
ィ
で
は
、
全
学
応
援
団
、
体

育
系
部
会
の
演
武
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
が
随
時
披
露
さ
れ
た
。
来
場
者
は
足
を
止

め
、
学
生
た
ち
の
活
気
あ
ふ
れ
る
発
表
に
声

援
・
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

最
終
日
に
は
今
年
で
45
回
目
と
な
っ
た
神

輿
渡
御
が
行
わ
れ
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と

と
も
に
近
隣
地
域
を
練
り
歩
い
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
体
育
連
合
会
主
催
お
笑
い

ラ
イ
ブ
に
は
、
ウ
ー
マ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー

な
ど
３
組
が
登
場
。
コ
ン
ト
や
漫
才
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

柔道部＝平成29年度全日本学生柔道体重別
団体優勝大会（男子19回 女子９回）が、10
月28日、29日にベイコム総合体育館（尼崎
市）で行われた。同部は、１回戦で国際武道
大学に５－１で勝利。２回戦は、天理大学に
０－４で敗れ、上位進出はならなかった。
硬式野球部＝東都大学野球秋季１部リーグは
全日程を終了。同部は８勝７敗・勝ち点３で
４位だった。個人表彰では、山﨑剛選手（経
営４）が敢闘賞に選ばれたほか、学生審判の
表彰に本学が選ばれた。
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部は
全日程を終了。同部は、６勝10敗２分け・
勝ち点20で、７位（10校中）だった。
ソフトテニス部＝愛媛県で行われた「2017
愛顔つなぐえひめ国体」ソフトテニス競技成
年男子の部に三重県代表として井上太晴選手
（健体３）が、同女子の部に広島県代表とし
て梶原萌乃選手（初教１）が出場した。
　井上選手は、準決勝で前年度優勝の北海道
を下すなど三重県代表の準優勝に貢献。梶原
選手の広島県代表は総合７位だった。
ラグビーフットボール部＝関東大学リーグ戦
２部の立正大学戦が11月８日に同大グラウ
ンドで行われた。試合は、24－58で同部が
敗れた。リーグ戦の成績は、残り１試合を残
して３勝３敗で５位（８校中）につけている
（同日現在）。

学生団体・個人の成績
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本紙へのご感想を
お待ちしています

　「国学院大学学報」では、読者の皆さまから
のご意見・ご感想を募集しています。今後、定
期的に本紙にて「読者の声」を紹介していく予
定です。掲載された方には、本学オリジナルグ
ッズを進呈いたします。ご投稿は以下の要領で
お願いします。
①今号の満足度５段階（低１～５高）②本紙へ
のご意見③住所④氏名⑤所属など（在学生の
場合〈学科・学年〉、保護者、院友〈本学卒業
生〉、本学・本法人教職員、その他いずれか）
を明記の上、はがき・ＦＡＸで国学院大学広報
課（連絡先は１面参照）までお送りください。
また、ＱＲコードよりＥメール作成画面を開く
ことができます。なお、お送りいただいた方の
個人情報は法令に基づ
いて取り扱いいたしま
す。
※ お寄せになられた原
稿・お便りは返却い
たしません

　

学
生
の
時
、
先
生
が
「
昔

話
」
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
の
先
生
が
学
生
だ
っ
た
頃

は
コ
ピ
ー
機
が
な
く
、
教
材

は
手
書
き
で
、
人
数
分
作
っ

て
い
た
の
だ
そ
う
だ
。
学
生

た
ち
は
、
先
生
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
に
、
教
材
の
プ

リ
ン
ト
を
一
枚
だ
け
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
書
き

写
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
手

書
き
の
一
枚
は
、
受
講
生
の

内
の
一
人
だ
け
が
も
ら
え

る
。
み
な
、
先
生
の
直
筆
の

プ
リ
ン
ト
が
嬉
し
く
て
、
順

番
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
か

っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
あ
る
先
生
の
授
業

で
は
、
何
十
年
も
前
に
作
っ

た
ガ
リ
版
の
テ
キ
ス
ト
を
使

用
し
て
い
た
。
字
は
イ
ン
ク

が
色
あ
せ
て
薄
青
く
な
っ
て

い
た
し
、
紙
も
赤
く
焼
け
て

し
ま
っ
て
い
た
が
、
と
て
も

き
れ
い
な
字
で
読
み
や
す
か

っ
た
。
あ
る
時
、
先
生
が
授

業
前
に
下
読
み
を
し
て
お
ら

れ
た
の
を
見
て
驚
い
た
。
何

も
見
ず
に
す
ら
す
ら
と
原
文

を
板
書
し
、
た
ち
ど
こ
ろ
に

テ
キ
ス
ト
同
士
の
比
較
を
し

て
み
せ
る
よ
う
な
、
あ
の
先

生
が
！

　

大
学
院
で
出
会
っ
た
先
生

は
、
長
期
休
暇
後
の
授
業
で

学
生
に
、「
ど
ん
な
本
を
読

ん
だ
か
？
」
と
、
一
人
ひ
と

り
に
質
問
さ
れ
る
の
が
常
だ

っ
た
。
私
た
ち
が
ど
ん
な
本

を
挙
げ
て
み
て
も
、「
ア
レ

は
面
白
い
ね
」
と
か
「
そ
の

人
は
こ
う
い
う
本
も
書
い
て

い
る
よ
」
と
、
た
ち
ま
ち
話

題
を
限
り
な
く
広
げ
て
く
だ

さ
っ
た
。
何
が
ど
こ
ま
で
広

が
っ
て
い
く
の
か
、
ど
の
話

題
が
ど
の
方
向
に
展
開
す
る

の
か
。
私
は
、
そ
の
休
み
明

け
の
授
業
が
と
て
も
楽
し
み

だ
っ
た
。
先
生
の
知
ら
な
い

本
を
読
ん
で
こ
よ
う
と
頑
張

っ
た
が
、
遥
か
に
及
ば
な
か

っ
た
。
す
で
に
先
生
は
、
さ

ら
に
広
く
、
深
く
、
読
み
進

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

十
年
以
上
が
す
ぎ
、私
も

教
壇
に
登
る
よ
う
に
な
っ

た
。教
材
は
パ
ソ
コ
ン
で
容

易
に
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、

顔
を
合
わ
せ
ず
と
も
、ウ
ェ

ブ
上
で
教
材
や
課
題
を
や
り

と
り
す
る
こ
と
す
ら
可
能
で

あ
る
。居
な
が
ら
に
し
て
出

典
の
検
索
も
で
き
て
し
ま

う
。だ
が
、そ
ん
な
も
の
を
駆

使
し
て
み
て
も
、先
生
方
に

は
遠
く
及
ば
な
い
。や
は
り
、

テ
キ
ス
ト
を
ノ
ー
ト
に
書
き

写
し
て
授
業
に
臨
み
、本
を

読
ん
で
勉
強
す
る
し
か
な
い

の
だ
。昔
も
、今
も
、こ
の
こ

と
だ
け
は
変
わ
ら
な
い
。

思
い
出
す
こ
と

若木が丘
だより

教育開発推進機構 准教授

鈴木 崇義

試合で実力が発揮できる選手には理
由があります。どのように練習に取
り組めばうまくなるのか？　どのよ
うに試合に臨めば実力が発揮できる
のか？　認定スポーツメンタルトレ
ーニング指導士でもある健康体育学
科の伊藤英之助教が、強いメンタル
の作り方を伝授します。

平成30年１月27日㈯
10時～11時
 たまプラーザキャンパス１号館Ｂ１
階201教室
 中学生以上で、スポーツに携わる方
または、心理学に興味のある方な
ど、先着30人
 本学ホームページ（https://www.

kokugakuin.ac.jp/event/41500）、
またはＦＡＸ・メール（氏名・年齢・電
話番号・住所・メールアドレス明記）
で、人間開発学部地域プロモーショ
ンセンター（ 045・904・7707）、
kchpc＠kokugakuin.ac.jp）へ
 人間開発学部地域プロモーションセ
ンター（☎045・904・7707）

平成30年　新年院友交歓会 
 本学院友会主催の新年会です。院友
の活動報告や福引大会など盛りだく
さんの内容で、活躍する陸上競技部

・柔道部・硬式野球部・卓球部・ス
キー部・ソフトテニス部の後輩たち
も参加予定です。ご家族の方もお誘
い合わせの上ご参加ください。
平成30年１月20日㈯
17時～（16時から受け付け）
院友会館大ホール
6000円
 院友会報同封はがき・ＦＡＸ・メール
で、院友会（ 03・3400・7996）、（
inyuukai@kokugakuin.or.jp）へ
院友会（☎03・3400・7781）

開催日 企業 時間
12月12日㈫ あいおいニッセイ同和損

害保険 ②

12月13日㈬ SMBC信託銀行 ①ローソン

12月14日㈭

リクルートキャリア
②ポッカサッポロフード＆ビ

バレッジ
三菱商事 ③

12月15日㈮
時事通信社 ②三井住友銀行
SMBC日興証券 ③

12月18日㈪ ANA成田エアポートサービス ②富士通ゼネラル

12月19日㈫ 野村證券 ②三井倉庫ホールディングス

12月21日㈭ 田辺三菱製薬 ②JTBグループ

12月22日㈮ 凸版印刷 ②いすゞ自動車

開催日 企業 時間

12月１日㈮

積水ハウス ②東京地下鉄
みずほフィナンシャルグル
ープ ③

12月４日㈪ カシオ計算機 ②日本生命保険

12月５日㈫
関電工 ②アサガミ
ベネッセコーポレーション ③

12月６日㈬ バンダイ ①住友林業

12月７日㈭
ユアサ商事 ②タカラスタンダード
東急建設 ③

12月８日㈮ 小学館 ②西武鉄道

12月11日㈪ 大日本印刷 ②
プリンスホテル

12月12日㈫ イオンリテール ②

業界セミナー参加企業一覧

キャリアサポートアキャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキキキャキキキャャャキャャャャキキキキキャ アャリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートトトトーーポポーポポ トトポ トトポポ トトトトキキキキキキキキキキキキキキキキ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

合同企業説明会 
 本学学生の採用意欲が高い企業が来
校します。まだ就職先が決定してい
ない４年生は積極的に参加してくだ
さい。
11月29日㈬
14時～16時40分（入退場自由）
 学術メディアセンター１階多目的ホ
ール
４年生

業界セミナー 
 各業界リーディングカンパニーの採
用担当者に業界や企業について説明
していただきます。参加企業は個人
では予約が取れない優良企業ばか
り。志望が固まっていない人も、ま
ず企業の話を聞いて興味・関心の幅

を広げましょう。
下表参照
①４限（14時30分～15時50分）
　②５限（16時10分～17時30分）
　③６限（17時50分～19時10分）
１～３年生

アドバイス会 
 就活を終えた４年生の内定者や各業
界で活躍する先輩、就活のプロから
実践的アドバイスが聞けます
 【内定者アドバイス会】
　▶渋谷＝12月16日㈯
　▶ たまプラーザ＝平成30年１月24
日㈬

　【ＯＢ・ＯＧアドバイス会】
　▶渋谷＝平成30年２月17日㈯
午後
３年生
※ 詳細確認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹ
のキャリアサポートシステムから

※ 博物館関連イベントの問い合わせは、
☎03・5466・0359まで

　

博物 館物博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物

岡本太郎記念館協力 
企画展「いのちの交歓 
―残酷なロマンティスム―」 

 人間と人間以外のモノたちとの「食
べる／食べられる」の関係性を、芸
術家・岡本太郎は「いのちの交歓」
と呼びました。今回は、岡本太郎記
念館の協力を受けて、あらためて私
たちの生命観を問い直します。
12月16日㈯～平成30年２月25日㈰
　※ 12月26日㈫～平成30年１月５日
㈮、２月２日㈮は休館
 10時～18時（入館は17時30分まで）
博物館企画展示室・ホール
無料
　会期中に博物館と学術資料センター
が企画する各種イベントは次の通り。
（すべてのイベントは無料。一部要申込）
▶ いのちの行方を考える 
オープニングイベント
　  ドキュメンタリー映画「久高オデッ

セイ」第３部　風章（沖縄映像文化
研究所、監督：大重潤一郎、製作：鎌
田東二、音楽：新実徳英、語り：鶴田
真由）、鎌田東二氏（上智大学特任教
授）映画解説（30分）＆上映会（95分）

　 12月16日㈯
　 10時～12時15分
▶ 生と性と死について考える
　  特別講演「食べる／交わる／殺す
―現代の表現の地平から」（赤坂
憲雄氏《学習院大学教授》）、トー
クセッション：赤坂氏×石井匠
（博物館学芸員）

　 12月23日（祝・土）
　 15時～16時30分
▶ いのちのつながりを考える（要予約）
　  ドキュメンタリー映画「カレーラ

イスを一から作る」（出演：関野吉
晴／武蔵野美術大学関野ゼミ生、
監督：前田亜紀、96分）、トークセ
ッション：関野吉晴（探検家・医師）
×石井匠（博物館学芸員）

　　※ 映画は一部刺激的なシーンを含
みます。予めご了承ください

　 平成30年１月19日㈮
　 18時30分～21時
　  博物館ホームページの申込フォー
ムから、定員80人

▶音のいのちを考える
　  トークセッション「いのちの聲を
聴く」：雲龍（笛奏者）× 三上敏視
（音楽家／神楽・伝承音楽研究）

　 平成30年１月21日㈰
　 15時～16時30分
▶いのちとイノチの間を考える
　  トークセッション「いのちの裂け
目」（井賀孝《写真家・山伏》× 
井上亜美《映像作家・猟師》）

　 平成30年１月27日㈯
　 15時～16時30分
▶モノのいのちを考える
　  トークセッション「非生命のいの
ち」（田中望《画家》× 藤原彩人
《彫刻家》）

　 平成30年２月10日㈯
　 15時～16時30分

ミュージアムイベント 
▶ ミュージアムトーク「いのちの交歓
－残酷なロマンティスム－」
　 12月16日㈯
　 13時30分～14時30分
▶ ミュージアムトーク「《太陽の塔》
と《明日の神話》のいのち」
　 平成30年２月24日㈯
　 15時～16時
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トインフォダイジェス 内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ
…… 在学生　 …… 卒業生　 …… 一般　 合合 …… 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

台風21号で被災された方へ 
　10月の台風21号により災害に遭わ
れた皆さまには、心よりお見舞いを申
しあげます。今回の被害で災害救助法
が適用された地域に主たる家計支持者
が居住し、家計の急変によって今後の
学業生活に支障をきたすおそれがある
学生は保証人（保護者等）と相談のう
え、大学各窓口までご相談ください。
 三重県伊勢市・玉城町（10月22日
災害救助法適用）、和歌山県新宮市

（10月21日災害救助法適用）
▶学生生活課
　　（☎03・5466・0146）
　▶たまプラーザ事務課
　　（☎045・904・7705）
　▶大学院事務課
　　（☎03・5466・0142）

卒業式、卒業証書・学位記並びに 
修了証書授与式について 

平成30年３月18日㈰
［卒業式］
 グランドプリンスホテル新高輪「飛天」
 ・
　▶ 経済学部・法学部・人間開発学部
＝10時～

　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・
別科＝13時～

［卒業証書・学位記、修了証書等の授与］
・ ・
　▶ 経済学部・法学部＝13時～、渋
谷キャンパス

　▶ 文学部・神道文化学部・専攻科・
別科＝16時～、渋谷キャンパス

　▶ 人間開発学部＝13時30分～、た
まプラーザキャンパス

問総務課（☎03・5466・0111）

平成30年度 
協定留学生（派遣）を募集 

　協定留学制度（派遣留学）とは、本
学が国際交流協定を結ぶ外国の大学へ
本学学生を交換留学生として派遣する
制度。平成30年９月から、または２
学期間の留学希望者を募集します。
▶ 応募期間：平成30年１月９日㈫～

15日㈪
▶ 留学先：マニトバ大学（カナダ）、
ビンガムトン大学（米国）、ヨーク
・セント・ジョン大学（英国）、南
開大学・復旦大学（以上中国）、
南台科技大学（台湾）、京畿大学校
（韓国）、ハノイ大学（ベトナ ム）
国際交流課（☎03・5778・7061）

イベント

生きがい講座2017 
勝つための心理学 
～競技力向上と実力発揮～ 

 オリンピックや世界選手権に出場す
る一流アスリートでも、良い精神状
態で試合に臨むのは難しいとされて
います。練習してうまくなる選手や

平塚
中継所

大手町

鶴見
中継所

戸塚
中継所

箱根
芦ノ湖

芦ノ湖
小田原
中継所

往路１月２日（火）
（大手町➡箱根芦ノ湖）

復路１月３日（水）
（箱根芦ノ湖➡大手町）

１区

２区

３区
４区

５区

６区

７区 ８区

９区

10区

小田原⬅平塚４区

①ＪＲ二宮駅前（横浜銀行二宮支店前）
11：05集合 11：35頃通過予定

②ＪＲ国府津駅前
11：20集合 11：50頃通過予定

③小田原市民会館前交差点側 さがみ信用金庫本店前
11：40集合 12：10頃通過予定

箱根⬅小田原５区

①箱根登山鉄道大平台駅前
12：15集合 12：45頃通過予定

②箱根登山鉄道宮ノ下駅入口
12：20集合 12：50頃通過予定

③小涌谷踏切側　箱根ガス石油㈱前
12：25集合 12：55頃通過予定

ゴール付近　元箱根・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします

スタート付近　大手町・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします
①ＪＲ・京浜急行品川駅前
７：50集合 ８：20頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
８：00集合 ８：30頃通過予定

③六郷橋入口（東京都側／京浜急行六郷土手駅下車すぐ）
８：20集合 ８：50頃通過予定

鶴見⬅大手町１区

①京浜急行新子安駅前
８：45集合 ９：15頃通過予定

②保土ヶ谷橋交差点
９：10集合 ９：40頃通過予定

戸塚⬅鶴見２区

②国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
10：25集合 10：55頃通過予定

平塚⬅戸塚３区

①京浜急行蒲田駅前
12：05集合 12：35頃通過予定

②京浜急行大森海岸駅前
12：15集合 12：45頃通過予定

③ＪＲ・京浜急行品川駅前
12：30集合 13：00頃通過予定

ゴール付近　大手町・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします

鶴見➡大手町10区

①保土ヶ谷橋交差点
11：10集合 11：40頃通過予定

②洲崎大神参道入口及び金光教神奈川教会前
11：25集合 11：55頃通過予定

③京浜急行新子安駅前
11：35集合 12：05頃通過予定

戸塚➡鶴見９区

①国道134号線　茅ヶ崎公園野球場交差点
９：55集合 10：25頃通過予定

平塚➡戸塚８区

①ＪＲ国府津駅前
８：55集合 ９：25頃通過予定

②ＪＲ二宮駅前
９：05集合 ９：35頃通過予定

小田原➡平塚７区スタート付近　元箱根・国学院大学指定場所
※後日、ホームページ等でお知らせします
①箱根登山鉄道大平台駅前
８：05集合 ８：35頃通過予定

②箱根登山鉄道箱根湯本駅前
８：20集合 ８：50頃通過予定

箱根➡小田原６区

　

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＬＣＣＣＬＬＬ
ＴＯＥＩＣ®学内テスト 
 ＬＬＣが団体受験特別制度（ＩＰ：
Institutional Program）として実施す
るものです。公開テストとＩＰテス
トのスコアの有効性はＴＯＥＩＣ主
催団体により同一とされています。
　※ 企業、大学等により基準が異なる
場合もあります
平成30年２月９日㈮
 12時50分集合、15時35分解散（実
際の試験時間は２時間）

 渋谷キャンパス（教室は試験１週間
前をめどにお知らせします）
3500円
本学在学生
 12月４日㈪～平成30年１月25日㈭
までに、証明書自動発行機で証紙を
購入し、各キャンパスのＬＬＣに提
出
▶ 渋谷キャンパス：ＬＬＣ（学修支
援センター相談室〈３号館3306
教室〉）

　▶ たまプラーザキャンパス：ＬＬＣ
ＹＯＫＯＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ
（１号館304教室）

箱根駅伝 沿道から、全国から選手にエールを
◆学生応援ボランティアを募集
　本学と国学院大学駅伝応援の会（坂
本真佐人会長）、国学院大学院友会、
若木育成会では、箱根駅伝当日の沿道
に応援ポイント（下図参照）を設け、
選手に声援を送る予定です。本学で
は、各ポイントでの応援、幟の設置、
沿道の清掃などを行う学生応援ボラン
ティアを募集します。参加者には大学
オリジナル応援グッズを進呈。希望者
は、申込用紙に必要事項を記入し、学
生生活課・たまプラーザ事務課に提出
してください。12月８日㈮まで申し
込みを受け付けます。詳しくは学生生
活課（☎03・5466・0145）まで。
◆院友、ご父母も沿道で一緒に応援を
　院友、ご父母の皆様も、箱根駅伝当

日は、沿道の応援ポイントで選手たち
の力走を後押ししませんか？　ぜひ、
お近くの応援ポイントにお集まりくだ
さい。
◆陸上競技部へのメッセージ募金も
　11回目の箱根路に挑む学生にむけ
た熱い思いを送る「メッセージ募金」
も実施中です。「メッセージ募金」
は、課外活動などに熱心に取り組む在
学生に向けためメッセージをホームペ
ージ上から直接投稿してもらう仕組み
です。500円から寄付が可能で、メッ
セージはそのままホームページに公開
されます（匿名可）。
　募金に関する情報はホームページ
（http://kifu.kokugakuin.ac.jp/）
で閲覧できます。
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● 編集　総合企画部広報課／学生アドバイザーメディアチーム［永井伶奈（日文４）／尾澤桃子（法３）／本間由（日文３）／柳下桂一郎（史３）／後藤哲冶（日文２）／山本莉紗子（外文２）／石原
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K:DNA　　創立135年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

５度目の伊勢路
総合11位

硬式野球部・山﨑選手
東北楽天が３位指名

陸上競技部

ドラフト会議

　秩父宮賜杯 第49回全日本大学駅伝対校選手権大会が11月5日、愛知・熱田神宮から
三重・伊勢の神宮までの全８区間、全長106.8キロのコースで行われた。６月に行われ
た関東地区予選会を突破し、３年連続５回目となる本戦出場権を得た本学陸上競技部
は、５時間21分26秒で総合11位だった。優勝は、神奈川大学。 　
　全日本大学駅伝は、出雲駅伝、箱根駅伝とならぶ学生３大駅伝の一つ。当日は晴天の
下、午前８時５分にレースはスタートした。１区の浦野雄平選手（経営２）が区間７位
で好位置につけ、上位をうかがう。１年生で唯一出場した臼井健太選手（健体１）が区
間９位の好走をみせるなど、上位陣が目まぐるしく入れ替わる中、中盤まで１桁順位を
キープした。終盤は、順位を下げたものの、最後はアンカーの松永拓馬選手（法４）が
総合11位でゴールテープを切った。 《取材》尾澤、山本、豊田、勝村、石原

臼井健太選手 浦野雄平選手

　10月26日午後５時から都内のホテルでプロ野
球ドラフト会議が行われた。本学硬式野球部から
プロ志望届を提出していた山﨑剛選手（経営４）
は、３巡目で東北楽天から指名を受けた。本学
硬式野球部員のプロ指名は２年ぶり、楽天から
の指名は、18年度の嶋基宏選手（平19卒・115
期史）、19年度の聖澤諒選手（平20卒・116期経
ネ）に続いて３人目となる。
　指名確定後、鳥山泰孝・硬式野球部監督ととも
に記者会見に臨んだ山﨑選手は、「（指名を受け
て）ホッとしています。10年、20年とレギュラ

ーになれる選手になりたい。ここまで育ててくれ
た家族、両親に感謝したい」と心境を語った。鳥
山監督は「走攻守三拍子そろった選手。プロ野球
でもレギュラー争いができる。プロ入りまでにさ
らにステップアップをしてほしい」と話した。
　山﨑選手は、２年次から安定した守備力を武器
に二塁手として定着。東都リーグではベストナイ
ン（二塁手）に２度、首位打者にも１度輝いて
いる。今秋のリーグ戦では、リーグ24人目（本
学初）の100安打を達成するなど実績を重ねてき
た。

区間 氏名 所属 タイム 区間順位
1 浦野　雄平 経営2 43’45” 7位
2 向　　晃平 健体4 39’53” 13位
3 江島　崚太 経済3 28’16” 11位
4 土方　英和 健体2 41’17” 12位
5 臼井　健太 健体1 35’14” 9位
6 内田　健太 法　4 37’30” 17位
7 河野　敢太 経営4 35’48” 13位
8 松永　拓馬 法　4 59’43” 11位

順位 大学名 通算記録

1 神 奈川大学 5:12:49

2 東 海 大 学 5:14:07

3 青山学院大学 5:15:22

4 駒 澤 大 学 5:15:59

5 東 洋 大 学 5:16:29

6 中央学院大学 5:17:59

以上、シード権獲得

7 早稲田大学 5:19:08

8 帝 京 大 学 5:19:39

9 山梨学院大学 5:20:32

10 法 政 大 学 5:20:59

11 国 学院大学 5:21:26

12 順 天堂大学 5:21:34

13 城 西 大 学 5:22:31

順位 大学名 通算記録

14 大東文化大学 5:24:04

15 明 治 大 学 5:25:02

16 立 命館大学 5:25:40

17 皇 学館大学 5:30:19

18 京都産業大学 5:30:51

19 関西学院大学 5:32:50

20 広島経済大学 5:33:44

21 愛知工業大学 5:34:08

22 第一工業大学 5:35:09

23 東 北 大 学 5:41:25

24 北 海道大学 5:46:21

25 新 潟 大 学 5:49:13

-- 全日本大学選抜 5:26:01

-- 東海学連選抜 5:38:03

総合順位

個人成績


